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 ２０１０年３月期 第２四半期決算の状況につきまして、ご説明します。
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 このページでは、２０１０年３月期、第２四半期決算の全体像について、ご説明いたします。

 まず、正味収入保険料につきましては、自賠責保険の料率引き下げが２００９年度まで影響することもあり、

３，１９７億円となり、前年同期と比べ、１９４億円の減収となりました。

 また、自賠責保険を除いたベースでも、正味収入保険料は２，８２６億円となり、前年同期と比べ１１２億円

の減収となりました。

 なお、これからご説明する保険引受に関する各数値におきましては、比較可能性の観点から自賠責保険を

除いたベースでご説明します。

 正味損害率につきましては、６１．３％となり、前年同期と比べ１．８ポイント上昇しました。

 正味事業費率につきましては、３６．８％となり、前年同期と比べ０．９ポイント上昇しました。

 いずれも、分母である正味収入保険料の減収が影響しております。

 以上から、コンバインドレシオは９８．１％、収支残高は５３億円となり、前年同期と比べ８２億円減少しました。

 保険引受利益につきましては、支払備金及び責任準備金の積増負担が軽減されたことから、１８５億円とな

り、前年同期と比べ１０６億円増加しました。

 資産運用損益が前年同期とほぼ同水準であったため、経常利益は３１１億円となり、前年同期と比べ１１０

億円の増益となりました。

 当期純利益は、１８４億円となり、前年同期と比べ５７億円の増益となりました。

 なお、当社は連単差が小さいことから、単体のご説明と重複しますので数値のみとしますが、連結ベースでは、

経常利益が３１８億円となり、１１４億円の増益、当期純利益は１８８億円となり、６０億円の増益となりまし

た。
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 このページでは、２０１０年３月期、第２四半期決算の増減要因のうち、保険引受関係の損益をご説明します。

 正味収入保険料につきましては、自賠責保険が料率引き下げの影響等により８１億円減収したことに加え、自動車販売

台数の落ち込み、世界的不況から貿易量が大幅に減少するなど、厳しい事業環境が継続し、１９４億円の減収となりま

した。

 主力の自動車保険につきましては、契約台数の減少により、３０億円の減収となりました。

 火災保険は前年度に大口長期契約があったことの反動などもあり２５億円の減収となりました。

 その他の種目では、物流の減少や円高により海上保険が２６億円の減収、積立保険の減少などにより傷害保険が１４億

円の減収、料率改定の影響や低調な新車販売台数の影響により自賠責保険が８１億円の減収となりました。

 正味支払保険金は、３５億円の減少となりました。

 自動車保険は車両、対人は増加しましたが、対物、搭乗者傷害が減少したことから微増となりました。火災保険は、自

然災害が引き続き低位に推移したものの大口案件の影響で１０億円増加しました。一方、傷害保険は損害率の上昇傾

向が続いておりましたが、適正なアンダーライティングを強化した結果、１０億円の減少となりました。

 事業費につきましては、人件費は前年度の退職給付信託株式返還益の反動増により１１億円の増加、物件費等は、

９億円の減少、手数料は２９億円の減少となりました。

 以上の結果、収支残高は１３０億円減少して４９億円のマイナスとなりましたが、自賠責を除いたベースでは、前述の通り、

５３億円の黒字となっております。

 保険引受利益につきましては、支払備金と普通責任準備金の積増負担が大幅に減少し、戻し入れとなったことにより、

１０６億円増加しております。
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 このページでは、保険引受以外の損益の増減要因についてご説明します。

 まず、経常利益についてですが、保険引受利益が増加し、資産運用損益がほぼ横ばいとなり、前年同期と比べ

１１０億円増益となり、３１１億円となりました。

 資産運用損益につきまして補足いたします。利息配当金収入は、企業業績の低迷など保有株式の配当金収

入の減少を主因に４７億円減少しております。有価証券売却損益も市場環境などの影響により２９億円の減

少となっております。一方、株価やCDOの時価などは一定の回復を見せており、有価証券評価損は大幅に縮小

し、前年同期と比べ６０億円の負担減に、デリバティブ損益も２５億円増加いたしました。

 次に、特別損益ですが、経営統合関連費用を計上した関係で、損失が前年同期と比べ２１億円増加いたしま

した。

 以上から、税引前当期純利益は２７５億円となり、前年同期と比べ８８億円増加いたしました。また、法人税等

を差し引いた当期純利益は前年同期と比べ５７億円増益となり、１８４億円となりました。

 続きまして、主な連結子会社の状況です。日本興亜生命につきましては、個人保険保有契約高が伸び、保険

料等収入が増加しましたが、解約等の増加もあり当期純利益は１億円となりました。今後も、営業態勢の強化

および品質向上により規模の拡大を図り、グループ収益への貢献を目指していきます。

 そんぽ２４につきましては、前年同期より１３億円ほど増益いたしました。順調な保険料収入の伸びに加え、事業

費の抜本的な見直しを遂行した結果、収益基盤が強化された結果と考えております。

 なお、連結ベースの当期純利益は６０億円の増益となり、１８８億円となりました。



 このページでは、２００９年度の通期業績予想につきまして、ご説明いたします。

 単体のトップラインは、引き続き厳しい事業環境が想定され、当第２四半期の状況も勘案し、年初予想を下方

修正しております。

 自賠責を除いたベースの損害率、事業費率は、減収の影響を受け、いずれも上昇する見込みです。

 この結果、自賠責を除く収支残高は、前年度に比べ２１２億円減少し１５８億円のマイナスに、保険引受利益

は支払備金や責任準備金の積増負担の減少などにより、８４億円減少し、３０億円の損失となる見込みです。

 一方、資産運用損益におきましては、評価損負担の大幅な減少等を見込んでおります。

 この結果、経常利益は大幅に増加し、単体および連結いずれも、２４０億円を見込んでおります。また、当期純

利益は１３０億円を見込んでおります。

 なお、キャピタルゲインを加味しないフローベースの修正利益は、単体で１５０億円、修正ＲＯＥは３．１％に、同

様に連結修正利益は２００億円、連結修正ＲＯＥは３．３％を見込んでおります。
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